




医師は、病める人の尊厳を守り、医療の提供と公衆衛生の向上に寄与する職業の重大性を深く認識し、
医師としての基本的価値観（プロ フェッショナリズム）及び医師としての使命の遂行に必要な資質・能力を
身に付けなくてはならない。
医師としての基盤形成の段階にある研修医は、基本的価値 観を自らのものとし、基本的診療業務ができ
るレベルの資質・能力を修得する

臨床研修の到達目標

Ａ. 医師としての基本的価値観
（プロフェッショナリズム）

１．社会的使命と公衆衛生への寄与
２．利他的な態度
３．人間性の尊重
４．自らを高める姿勢

Ｂ. 資質・能力
１．医学・医療における倫理性
２．医学知識と問題対応能力
３．診療技能と患者ケア
４．コミュニケーション能力
５．チーム医療の実践
６．医療の質と安全の管理
７．社会における医療の実践
８．科学的探究
９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢

Ｃ. 基本的診療業務
コンサルテーションや医療連携が可
能な状況下で、 以下の各領域にお
いて、単独で診療ができる）
１．一般外来診療
２．病棟診療
３．初期救急対応
４．地域医療



経験すべき診察法・検査・手技等33項目

医療面接、身体診察、臨床推論 、臨床手技 （①気道確保②人工呼吸③胸骨圧迫④圧迫止血法⑤包帯法・・等）

検査手技、地域包括ケア・社会的視点、診療録

その他の研修活動

感染対策（院内感染や性感染症等）、予防医療（予防接種等）、虐待への対応、社会復帰支援、緩和ケア、
アドバンス・ケア・プランニング（ACP・人生 会議）、臨床病理検討会（CPC）等、基本的な診療において必要な
分野・領域等に関する 研修を受講すること

経験すべき症候29項目

ショック、体重減少・るい痩、発疹、黄疸、発熱、もの忘れ、頭痛、めまい、意識障害・失神、けいれん発作、
視力障害、胸痛、心停止、呼吸困難、吐血・喀血、下血・血便、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常（下痢・便秘）、
熱傷・外傷、腰・背部痛、関節痛、運動麻痺・筋力低下、排尿障害（尿失禁・排尿困難）、興奮・せん妄、
抑うつ、成長・発達の障害、妊娠・出産、終末期の症候

経験すべき疾患・病態26項目

脳血管障害、認知症、急性冠症候群、心不全、大動脈瘤、高血圧、肺癌、肺炎、急性上気道炎、
気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、急性胃腸炎、胃癌、消化性潰瘍、肝炎・肝硬変、胆石症、
大腸癌、腎盂腎炎、尿路結石、腎不全、高エネルギー外傷・骨折、糖尿病、脂質異常症、うつ病、
統合失調症、依存症（ニコチン・アルコール・薬物・病的賭博）



研修医版

オンライン臨床教育
評価システムPG-EPOCの

基本的な使い方・機能の説明

HTTPS://EPOC2.UMIN.AC.JP/

UMIN ID、パスワードが必要



UMIN（University Hospital Medical 

Information Network、大学病院医療情報
ネットワーク ）

大学病院業務(診療・研究・教育・研究）及び医学・

生物学研究者の研究教育活動の支援を目的とし
たネットワークサービス

オンライン臨床教育評価 システム(E-POrtfolio of Clinical 

training、EPOC2)



研修医

•症候/疾患からの登録

•評価票Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ

•基本的臨床手技の登録

•その他の研修活動の記録

•研修医による評価

（指導医・診療科・病院・プログラム全体の評価等）

•メディカルスタッフへの評価依頼

画面の主な機能

PG-EPOCの
基本的な使い方・機能の説明

スマートフォン・タブレット・PCから入力可。
※PCの場合は、INTERNET EXPLOLERは非対応ブラウザにつき要注意。



経験次第PG-EPOCへ入力

■経験すべき症候：29項目 ■経験すべき疾患： 26項目

※任意のIDor自動採番

※入力後暗号化



患者IDの暗号化パスワード《当院はこのPWで統一します》

KUrume030698

KUrume030698



病歴要約とは、日常業務において作成する外来または
入院患者の医療記録を要約したものであり、具体的に
は退院時要約、診療情報提供書、患者申し送りサマ
リー、転科サマリー、週間サマリー等の利用を想定して
おり、改めて提出用レポートを書く必要はない。

念のためメモ欄に
復元PW：
KUrume030698
と記載してください。
メモ欄に症例につ
いての考察を記載
すること！



承認依頼する指導医を選択

QR表示せず、確定をクリックすれば、

承認依頼された指導医は後からPC
で承認可能

承認依頼する指導医を選択して『確定』で、承認依頼が
送信される。



評価票Ⅰ 評価票Ⅱ 評価票Ⅲ

■ 4項目 ■ 9項目（下位32項目） ■ 4項目

A-1.社会的使命と

公衆衛生への寄与

B-1.医学・医療における倫理性

B-2.医学知識と問題対応能力

C-1.一般外来診療

C-2.病棟診療
A-2.利他的な態度 B-3.診療技能と患者ケア C-3.初期救急対応

A-3.人間性の尊重 B-4.コミュニケーション能力 C-4.地域医療

A-4.自らを高める姿勢 B-5.チーム医療の実践

B-6.医療の質と安全の管理

B-7.社会における医療の実践

B-8.科学的探究

B-9.生涯にわたって共に学ぶ姿勢

各診療科での研修終了後に自己評価入力し、指導医に評価依頼する



POINT

クリック

選択

↓確定評価票Ⅰ〜Ⅲすべての項目を入力し

入力

Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ全て入力して
クリック



評価票Ⅰ/Ⅱ/Ⅲの評価依頼は、評価票Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ入力後に下記
のとおり指導医を選択し、評価依頼すること。

※研修医が自己評価を入力し、指導医に評価依頼をしないと、
指導医は評価を入力できない。

※「指導医による評価票Ⅰ/Ⅱ/Ⅲの参照」
から「指導医に評価を依頼」を選択し、依頼
する指導医を選択する。



手技を経験次第入力
■臨床手技：26項目 ■検査手技： 5項目 ■診療録：2項目

入力済みの項目も、レベルアップしたら再度評価入力するPOINT

クリック
←評価を入力

←指導医の評価が表示される

←全ての該当項目に入力後保存



メディカルスタッフに360度評価を依頼
■診療科での研修が終了したら評価依頼

大学内のメディカルスタッフへの評価依頼はローテ毎に
臨床研修センターから、病棟師長・主任等役職者宛に
メール・文書にて評価依頼しますので、先生方は直接評
価依頼する必要はありません。

ただし、地域医療などの協力施設のメディカルスタッフへ
の評価依頼は紙媒体にて研修医の先生方が直接評価

を依頼・評価票を回収していただきます。
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1 ショック 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

2 体重減少・るい痩 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 発疹 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

4 黄疸 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 発熱 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

6 もの忘れ 〇 ◎ 〇

7 頭痛 ◎ 〇 〇 〇

8 めまい ◎ 〇 〇

9 意識障害・失神 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 けいれん発作 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 視力障害 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 胸痛 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 心停止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

14 呼吸困難 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 吐血・喀血 ◎ 〇 〇 〇 〇

16 下血・血便 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 嘔気・嘔吐 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 腹痛 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 便通異常（下痢・便秘） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 熱傷・外傷 〇 ◎ 〇 〇

21 腰・背部痛 〇 〇 ◎

22 関節痛 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

23 運動麻痺・筋力低下 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

24 排尿障害（尿失禁・排尿困難） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

25 興奮・せん妄 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

26 抑うつ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

27 成長・発達の障害 ◎ 〇 〇 〇 〇

28 妊娠・出産 ◎ 〇

29 終末期の症候 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

◎経験する機会が多い必修科
〇経験する機会がある必修科

経験すべき症候－29 症候－
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1 脳血管障害 ◎ 〇 〇 〇

2 認知症 〇 ◎ 〇 〇 〇

3 急性冠症候群 ◎ 〇 〇 〇

4 心不全 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 大動脈瘤 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

6 高血圧 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 肺癌 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 肺炎 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 急性上気道炎 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 気管支喘息 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 慢性閉塞性肺疾患（COPD） 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 急性胃腸炎 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 胃癌 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 消化性潰瘍 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 肝炎・肝硬変 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 胆石症 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 大腸癌 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 腎盂腎炎 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

19 尿路結石 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

20 腎不全 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

21 高エネルギー外傷・骨折 〇 〇 ◎ 〇 〇

22 糖尿病 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 脂質異常症 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

24 うつ病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

25 統合失調症 ◎ 〇 〇

26
依存症（ニコチン・アルコール・

薬物・病的賭博）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

◎経験する機会が多い必修科

〇経験する機会がある必修科

経験すべき疾病・病態－26 疾病・病態－
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1 気道確保 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

2 人工呼吸（バッグ・バルブ・マスク含） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

3 胸骨圧迫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

4 圧迫止血法 ◎ 〇 〇

5 包帯法 ◎ 〇 〇 〇

6 採血法（動脈血） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

7 採血法（静脈血） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

8 注射法（皮内） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

9 注射法（皮下） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

10 注射法（筋肉） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

11 注射法（点滴） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

12 注射法（静脈確保） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

13 注射法（中心静脈確保） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

14 腰椎穿刺 ◎ 〇 〇 〇 〇

15 穿刺法（胸腔） ◎ 〇 〇 〇 〇

16 穿刺法（腹腔） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 導尿法 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

18 ドレーン・チューブ類の管理 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

19 胃管の挿入と管理 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 局所麻酔法 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

21 創部消毒とガーゼ交換 ◎ 〇 〇 〇 〇

22 簡単な切開・排膿 ◎ 〇 〇 〇 〇

23 皮膚縫合 ◎ 〇 〇 〇

24 軽度の外傷・熱傷の処置 ◎ 〇 〇 〇 〇

25 気管挿管 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

26 除細動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

27 血液型判定・交差適合試験 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

28 動脈血ガス分析 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

29 心電図の記録 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30 超音波検査（心） ◎ 〇 〇 〇 〇

31 超音波検査（腹） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

32 診療録の作成（退院時要約含） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

33 各種診断書の作成（死亡診断書含） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◎経験する機会が多い必修科

〇経験する機会がある必修科

経験すべき臨床手技－33項目－



臨床研修センター公式サイトに
PG-EPOC入力説明動画を掲載していますので
動画説明を参照ください。

HTTPS://KURUME-KENSYU.JP/REPORT/


